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【実践前の状況と背景】  

 以前より本県では、新規採用者は県立学校に勤

務し、その後小・中・義務教育学校へ異動します。

近年では、新規採用時から小・中・義務教育学校に

勤務することもありますが、多くは１～２年程度県

立学校で給与・旅費・服務などを経験しての異動で

す。ただ、県立学校とは違い、小・中・義務教育学

校は勤務する市町村によって市町村予算の執行につ

いて考え方が統一されているとは言えません。 

私は異なる市町村への異動が多く、その都度過去

の支出関係書類を見返し業務を行っていますが、教

職員からの質問に即答できず不都合をかけることが

ありました。 

【実践内容】 

 以前勤務していた県立学校では地方教育費調査の

ため、支払いが完了したものから購入物品を項目ご

とにデータ入力し補助簿を作成していました。この

補助簿を基に予算管理簿を作成できないかと考えま

した。 

 最初は予算整理簿に前年の購入記録を入力しまし

た。使い慣れた Excelで予算費目ごとに購入日、商

品名、業者名、金額を入力したシートを作成しまし

た。 

その後は前年のファイルに当年度の支出分を上書

きする形式で当年度のファイルを作成していきまし

た。請求書を受領したものから入力をしていくた

め、氷見市財務会計システムへの登録後の予算残額

と確認しながら業務を行うことができました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

次に、配当予算執行状況を確認するため一覧表を

作成しました。執行済額は予算整理簿からのリンク

にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

消耗品費は予算整理簿とは別に内訳シートを追加

し、印刷消耗、用紙類、文具、教材等その後の利用

を考え細分化し、購入した商品もできるだけ分かり

やすく入力するようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題】 

 予算整理簿や内訳シートを作成することにより、

前年度の書類から探すことがなくなり、事務の効率

化に繋がりました。予算管理簿には執行率が表示さ

れるため管理職も常に確認することができます。 

 年度末には例年購入する物品がデータとして残っ

ており、計画的に執行することができました。 

また、前年の予算管理簿を利用し、年度当初に予

算配当の増減を分かりやすく教職員へ伝えることが

できました。 

 ただ、年度初めの多忙な時期にデータを入力す

る必要があることが課題となります。 

【今後に向けて】 

 これまでは個人的なデータでしたが、共同実施が

始まるこの機会に地域全体で改良し、各自作成する

ことができれば前述した課題の解決に繋がります。 

 少しずつ地域での業務改善を目指して声掛けをし

ていきたいと考えています。 

予算管理業務 

～分かりやすい予算管理を目指して～ 
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